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Dfｇｊ 

 

 
 

「インフラ老朽化対策の中長期的な枠組み」に基づく 

取組の実施状況について 
 

１ 要旨・目的 

令和３年３月に策定した「インフラ老朽化対策の中長期的な枠組み」における施設分類毎の  

老朽化対策の取組について、令和６年度末時点の実施状況を報告する。 

 

２ 現状・背景 

これまでに整備してきた社会資本の機能を適切に維持していくため、主要な公共土木施設に係る

「修繕方針」を策定するとともに、インフラ老朽化対策の基本方針として「インフラ老朽化対策の

中長期的な枠組み（以下「枠組み」という。）」を取りまとめ、計画的な維持管理に取り組んでいる。 

より効果的かつ効率的な維持管理を推進するため、施設分類毎に維持管理水準を明確化し、修繕

に必要な予算規模を試算したうえで、予算の平準化やライフサイクルコストの縮減等により必要な

予算の確保に努めるとともに、デジタル技術等を活用した維持管理の高度化・効率化などに取り 

組むこととしている。 

 

３ 概要 

(1)  対象者 

県民 

 

(2)  事業内容 

ア 施設分類毎に設定した維持管理水準を確保するための計画的な修繕の実施 

  ・各施設分類とも、計画に基づき健全度の低い箇所から優先的に修繕を実施中 

・取組の詳細については、広島県のインフラ老朽化対策ホームページに掲載 

 （https://www.pref.hiroshima.lg.jp/site/asset/（施設毎の取組状況）） 

イ 必要な予算の確保に向けた取組 

  ・枠組みの取組期間における修繕費の年平均試算額 115.3 億円（４ヵ年では 461.2 億円）に

対し、令和６年度までで、累計 487.7億円を確保 

  ・令和７年度についても、年平均試算額を上回る 125.8億円を確保 

  ・革新技術の活用等によるライフサイクルコストの縮減 

ウ デジタル技術等を活用した維持管理の高度化・効率化の推進 

・車両に搭載したドライブレコーダーの画像から、ポットホールの検知やひび割れ率などの

路面性状を自動的に把握。また、ポットホールの発生時期を予測する技術も構築。道路  

巡視業務での本格運用を開始 

・砂防堰堤臨時点検において、監視カメラを活用し、点検の省力化を実現 

・港湾及び漁港施設の維持管理計画書を改訂し、施設点検への新技術の活用を明記 

・新技術の積極的な活用を促進するため、職員向けの活用事例発表会等を開催 

 

(3)  スケジュール 

令和３年度から令和７年度までの５年間 

令和７年７月 18日 
課 名 土木建築局技術企画課 
担当者 課長 後藤 
内 線 3859 
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(4)  予算（国庫・単県） 

令和３年度当初 12,356,172千円（令和２年度２月補正含む） 

令和４年度当初 11,264,367千円（令和３年度２月補正含む） 

令和５年度当初 12,568,949 千円（令和４年度２月補正含む） 

令和６年度当初 12,580,895 千円（令和５年度 12月及び２月補正含む） 

令和７年度当初  12,576,303 千円（令和６年度 12月及び２月補正含む） 
 

(5)  今後の対応 

一部の施設において進捗の遅れは生じているものの、引き続き、計画的な老朽化対策に着実に

取り組むとともに、現枠組みの施設の進捗状況や点検結果等を踏まえた上で、新たな枠組みを 

策定する。 

また、引き続きデジタル技術や新技術を活用しながら、効果的・効率的な施設の維持管理に  

取り組んでいく。 
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参考 

【令和６年度末時点 施設分類毎の維持管理の実施状況】 

（令和２年度計画策定時点の修繕対象箇所に対する進捗） 

 

(1) 健全度区分 

施設の健全度は、次のとおり５段階で評価している。 

     

 

(2) 施設分類毎の修繕の実施状況 

① 道路施設 

施設分類名※1 目標（維持管理水準） 実施状況と評価 

橋梁 

５年間で、１巡目の点検で健全

度２と判定された施設の修繕を

完了する。 

・順調に進捗 

・修繕対象 485 橋のうち 387橋の修繕を完了 
（単位：橋） 

時点 修繕対象 着手済（着手率） 修繕済（修繕率） 

Ｒ６年度末 485 485(100％) 387(80％) 
 

トンネル 

５年間で、令和２年度末時点で

健全度２と判定された箇所の修

繕を完了する。 

・概ね順調に進捗 

・修繕対象 21 箇所のうち 15箇所の修繕を完了 
（単位：箇所） 

時点 修繕対象 着手済（着手率） 修繕済（修繕率） 

Ｒ６年度末 21 21(100％) 15(71％) 
 

舗装 

大型車交通量が 1,000 台/日以

上の区間について、令和２年度

末時点で健全度２と判定された

区間の修繕を完了する。 

・遅れが生じている 

・計画策定以降に、安全性の確保が必要と判断された緊急度の高い 

箇所における修繕も、順次実施中 
（単位：㎞） 

時点 修繕対象 着手済（着手率） 修繕済（修繕率） 

Ｒ６年度末 32 31(97％) 14 (44％) 
 

道路 

附属物 

５年間で、令和２年度末時点で

健全度２と判定された施設の修

繕を完了する。 

・順調に進捗（完了） 

・修繕対象施設に加えて、令和３年度以降の点検で新たに健全度２と

判定された施設も、順次実施中 
（単位：箇所） 

時点 修繕対象 着手済（着手率） 修繕済（修繕率） 

Ｒ６年度末 164 164(100％) 164(100％) 
 

※1 予防保全型 事後保全型 
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② 河川施設 

施設分類名※1 目標（維持管理水準） 実施状況と評価 

堤防・護岸 

５年間で、健全度１の箇所の修

繕を全て完了する。 

健全度３の箇所についても、背

後地の条件などを考慮し、優先

度の高い箇所から修繕を行う。 

・順調に進捗 

・修繕対象箇所に加えて、令和３年度以降の出水等により新たに発生

した健全度１の箇所の修繕も、順次実施中 
（単位：箇所） 

時点 修繕対象 着手済（着手率） 修繕済（修繕率） 

Ｒ６年度末 1,858 1,424(77％) 1,424(77％) 
 

河道 

５年間で、健全度１の箇所の浚

渫を全て完了する。 

健全度３の箇所についても、背

後地の条件などを考慮し、優先

度の高い箇所から浚渫を行う。 

・概ね順調に進捗 

・修繕対象箇所に加えて、令和３年度以降の出水等により新たに発生

した健全度１の箇所の浚渫も実施 
（単位：㎞） 

時点 浚渫対象 着手済（着手率） 浚渫済（完了率） 

Ｒ６年度末 201 140.7(70％) 140.7(70％) 
 

排水機場 

令和２年度時点で健全度１、２

と判定された箇所については、

令和３年度中に修繕を完了す

る。 

次年度以降も同様に、緊急を要

する箇所について、速やかに修

繕を行う。 

・順調に進捗（完了） 

・修繕対象箇所に加えて、令和３年度以降の点検で新たに健全度１・

２と判定された箇所も、順次実施中 
（単位：施設） 

時点 修繕対象 着手済（着手率） 修繕済（修繕率） 

Ｒ６年度末 １ １(100％) １(100％) 
 

観測・ 

計測施設 

(R4～) 

[水位計] 

健全度１，２の箇所を全て解消

する。 

・順調に進捗 

・修繕対象 33 箇所のうち 25箇所の修繕を完了 
（単位：箇所） 

時点 修繕対象 着手済（着手率） 修繕済（修繕率） 

Ｒ６年度末 33 33(100％) 25(75％) 
 

[雨量計] 

健全度３を発生させないよう、

定期的に設備を更新する。 

・概ね順調に進捗 

・年次計画どおり、修繕対象 44 箇所のうち 34 箇所の修繕に着手 
（単位：箇所） 

時点 修繕対象 着手済（着手率） 修繕済（修繕率） 

Ｒ６年度末 44 34(77％) 20(45％) 
 

[監視局] 

健全度１や２を発生させないよ

う、設備の耐用年数に応じて、

定期的に設備を更新する。 

・順調に進捗（完了） 

・引き続き、点検等を実施しながら、必要な健全度の確保に努める 
（単位：箇所） 

時点 修繕対象 着手済（着手率） 修繕済（修繕率） 

Ｒ６年度末 １ １(100％) １(100％) 
 

樋門・樋管 

(R4～) 

扉体塗装の塗り替えを推進し、

樋門の長寿命化を図る。 

塗り替えとあわせて、修繕を行

い健全度の回復を図る。 

・概ね順調に進捗 

・修繕対象 33 箇所のうち 25箇所の修繕に着手 
（単位：箇所） 

時点 修繕対象 着手済（着手率） 修繕済（修繕率） 

Ｒ６年度末 33 25(75％) 20(60％) 
 

防災調節池 

(R4～) 

健全度１や２を発生させないよ

う、現状の健全度を維持する。 

緊急を要する箇所が発生した場

合は、速やかに修繕を行う。 

・順調に進捗 

・定期点検等の結果、新たな健全度１や２の発生はない 

河川トンネル 

(R4～) 

健全度１や２を発生させないよ

う、現状の健全度を維持する。 

緊急を要する箇所が発生した場

合は、速やかに修繕を行う。 

・順調に進捗 

・定期点検等の結果、新たな健全度１や２の発生はない 

※1 予防保全型 事後保全型
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③ ダム施設 

施設分類名※1 目標（維持管理水準） 実施状況と評価 

ダム 

設備の耐用年数に応じて、定期

的に設備の交換を行う。 

ダムの機能に支障を及ぼすよう

な故障等が発生した場合は速や

かに修繕を行う。 

・順調に進捗 

・定期的な設備更新については、修繕対象 13 設備すべての修繕に  

着手 

・修繕対象設備に加えて、点検結果により、健全度２と判断された設

備についても、すべて着手済 
（単位：設備） 

時点 修繕対象 着手済 修繕完了 

Ｒ６年度末 13 13(100％) ９(69％) 
 

※1 予防保全型 事後保全型 

 

④ 砂防施設 

施設分類名※1 目標（維持管理水準） 実施状況と評価 

砂防堰堤 
５年間で、健全度１の施設の修

繕を全て完了する。 

・遅れが生じている 

・追加の用地買収等に時間を要しているため、修繕率が低い 
（単位：基） 

時点 修繕対象 着手済（着手率） 修繕済（修繕率） 

Ｒ６年度末 21 16(76％) ５(24％) 
 

渓流保全工 
５年間で、健全度１の箇所の修

繕を全て完了する。 

・順調に進捗（完了） 

・引き続き点検等を実施しながら、必要な健全度の確保に努める 
（単位：渓流） 

時点 修繕対象 着手済（着手率） 修繕済（修繕率） 

Ｒ６年度末 ５ ５(100％) ５(100％) 
 

(急傾斜施設) 

擁壁工・ 

法枠工 

 

５年間で、健全度１の施設の修

繕を全て完了する。 

・順調に進捗 

・修繕対象７施設のうち６施設の修繕を完了 
（単位：施設） 

時点 修繕対象 着手済（着手率） 修繕済（修繕率） 

Ｒ６年度末 ７ ７(100％) ６(85％) 
 

(地すべり施設) 

抑制工・ 

集水井工 

５年間で、健全度１の施設の修

繕を全て完了する。 

・概ね順調に進捗 

・修繕対象９施設のうち８施設の修繕に着手 
（単位：施設） 

時点 修繕対象 着手済（着手率） 修繕済（修繕率） 

Ｒ６年度末 ９ ８(89％) ４(44％) 
 

※1 予防保全型 事後保全型 
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⑤ 港湾・漁港施設 

施設分類名※1 目標（維持管理水準） 実施状況と評価 

(係留施設) 

岸壁・物揚場

／桟橋 

５年間で、健全度１の施設のう

ち、緊急性の高い施設（定期航

路を有する施設等）の修繕を全

て完了する。 

・順調に進捗 

・修繕対象 20 施設のうち 16施設の修繕を完了 
（単位：施設） 

時点 修繕対象 着手済（着手率） 修繕済（修繕率） 

Ｒ６年度末 20 19(95％) 16(80％) 
 

(外郭施設) 

防波堤・導流

堤／護岸 

５年間で、健全度１の施設のう

ち、緊急性の高い施設（湾内に

定期航路を有する施設等）の修

繕を全て完了する。 

・順調に進捗 

・修繕対象 10 施設のうち８施設の修繕を完了 
（単位：施設） 

時点 修繕対象 着手済（着手率） 修繕済（修繕率） 

Ｒ６年度末 10 ９(90％) ８(80％) 
 

(臨港交通施設) 

橋梁／ 

臨港道路 

５年間で、健全度１の施設のう

ち、緊急性の高い施設（緊急輸

送道路に位置付けられている

施設等）の修繕を全て完了す

る。 

その後は健全度１、２の施設の

修繕を実施する。 

・概ね順調に進捗 

・修繕対象３橋のうち２橋の修繕を完了 
 （単位：橋） 

時点 修繕対象 着手済（着手率） 修繕済（修繕率） 

Ｒ６年度末 ３ ３（100％） ２(66％) 
 

※1 予防保全型 事後保全型 

 

⑥ 海岸施設 

施設分類名※1 目標（維持管理水準） 実施状況と評価 

堤防／護岸

／胸壁／突

堤 (離岸堤 )

／海浜 

５年間で、健全度１の箇所のう

ち、緊急性の高い箇所（ゼロメ

ートル地帯の堤防等）の修繕を

全て完了する※２。 

その後は健全度１、２の施設の

修繕を実施する 

・概ね順調に進捗 

・修繕対象 13 箇所のうち 11箇所の修繕に着手 
（単位：箇所） 

時点 修繕対象 着手済（着手率） 修繕済（修繕率） 

Ｒ６年度末 13 11(85％) ９(69％) 
 

防潮扉（水

門・陸閘） 

５年間で健全度１の施設のう

ち、緊急性の高い施設（閉鎖機

能に問題を生じさせる損傷を

有する施設等）の修繕を全て完

了する。 

・概ね順調に進捗 

・修繕対象 64 施設のうち 54施設の修繕に着手 
（単位：施設） 

時点 修繕対象 着手済（着手率） 修繕済（修繕率） 

Ｒ６年度末 64 54(84％) 43(67％) 
 

防潮水門・ 

排水機場 

５年間で健全度１の設備のう

ち、緊急性の高い設備（排水機

能に問題を生じさせる設備）の

修繕を全て完了する。 

・遅れが生じている 

・設備単位での修繕は進んでいるが、電気部品の納期の遅れなどに 

より、施設全体の修繕完了には至っていない 
 

（単位：設備） 

時点 修繕対象 着手済（着手率） 修繕済（修繕率） 

Ｒ６年度末 ２ ２(100％) １(50％) 
 

※1 予防保全型 事後保全型 

※2 ゼロメートル地帯の堤防等で健全度１の施設はない 
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⑦ 公園施設  

施設分類名※1 目標（維持管理水準） 実施状況と評価 

建物・運動施

設（建築物・

土木構造物） 

５年間で、健全度１の施設の修

繕を全て完了する。 

・遅れが生じている 

・計画策定以降の点検により、新たに緊急度の高い施設（２か所）が

確認されたため、その施設の修繕を優先的に行った 

・未着手の施設については、部分補修等の実施により延命化を図って

いる 
（単位：施設） 

時点 修繕対象 着手済（着手率） 修繕済（修繕率） 

Ｒ６年度末 ５ ３(60％) ３(60％) 
 

大型遊具等

(一般施設) 

５年間で、健全度１の施設の修

繕を全て完了する。 

・概ね順調に進捗 

・修繕対象 26 施設のうち 19施設の修繕を完了 
（単位：施設） 

時点 修繕対象 着手済（着手率） 修繕済（修繕率） 

Ｒ６年度末 26 19(73％) 19(73％) 
 

電気機械設

備 

(各種設備) 

５年間で、健全度１の施設の修

繕を全て完了する。 

・概ね順調に進捗 

・修繕対象５施設のうち４施設の修繕に着手 
（単位：施設） 

時点 修繕対象 着手済（着手率） 修繕済（修繕率） 

Ｒ６年度末 ５ ４(80％) ３(60％) 
 

※1 予防保全型 事後保全型 

 

 

【参考】評価の考え方 

評価の考え方は次表のとおりとした。 

評価 評価の目安（例） 

順調に進捗 

・修繕率（「修繕対象」に対する「修繕済」の割合）が 80％程度以上 

・予防保全型の施設において、年次計画どおり実施している 

・予防保全型の施設において、緊急に修繕の必要が発生した箇所に対し適切に対応している 

概ね順調に進捗 

・着手率（「修繕対象」に対する「着手済」の割合）が 80％程度以上 

・事後保全型の施設において、５ヵ年で計画的な修繕が実施できている 

・事後保全型の施設において、新たに発生した要修繕箇所に対し適切に対応している 

遅れが生じている 上記に達していない 
 

※修繕済とは、修繕工事が完了したもの 

※着手済とは、事業に着手したもので、施設修繕のための調査・設計を含む 

※上表は評価の目安であり、施設分類毎の評価にあたっては、年度計画に対する進捗など総合的に判断している 
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(3) 予算の措置状況 

枠組みにおいて算定した試算額と各年度の当初予算は次のとおり。 

 
 

区分 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

R3～R7 年平均試算額(A) 115.3 億円 

当初予算額(B) 123.6 億円 112.6 億円 125.7 億円 125.8 億円 125.8 億円 

予算比(B/A) 107.0％ 97.6％ 109.0％ 109.1％ 109.1％ 

 

(Ｒ３～Ｒ62) 全体試算額 6,349 億円 年平均試算額   105.8 億円 (Ｒ３～Ｒ７) 年平均試算額   115.3 億円 


